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１０月２４日のウクライナ情報 
安斎育郎 

●西側の見方：「来年夏までにウクライナが勝利する」（2022年 10月 21日） 

https://news.yahoo.co.jp/articles/8cf334bdd8e11e4f5313b5603f0c717f3f7

1e5f9?s=09 

 

●ウクライナ軍バフムート戦闘へ人命無視の部隊投入(原伸一、2022年10月21日) 

https://youtu.be/0H2rR9pUlAo 

 

 

●アントノフスキー橋へのウクライナのハイマース攻撃(2022年 10月 21日) 

ウクライナ軍は、ヘルソンのアントノフスキー橋近くの避難のために並んでいた列と民間フェリーに

12発の HIMARS ミサイルを発射した。防空システムは 11発の砲弾を撃墜し、1発が橋の近くに落

ちた。破片弾が使用されており殺傷目的であることが分かる。 

 

●トラスはレタスより寿命が短かった(2022年 10月 21日) 

 

 

https://news.yahoo.co.jp/articles/8cf334bdd8e11e4f5313b5603f0c717f3f71e5f9?s=09
https://news.yahoo.co.jp/articles/8cf334bdd8e11e4f5313b5603f0c717f3f71e5f9?s=09
https://youtu.be/0H2rR9pUlAo
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●ウクライナの人々はアメリカとウクライナの人質？（2022年 10月 21日） 

テレグラムチャンネル「オープンウクライナ」：ウクライナの民間人に、国を離れて都合の良い場所に

行くように要請している。これは絶対に正しい呼びかけです。 

ウクライナの人々よ、自分を救ってください‼️あなたはアメリカとウクライナのファシズムの人質に

なっています。逃げろ‼️命を救え‼️ 

 

●ジャーナリストのジョニー・ミラー（イラン）の言(2022年 10月 21日) 

 ウクライナ/NATO はそれを侵略と呼んでいます。 ロシアはこれを「特別軍事作戦」と呼んでいる。 

そして、ドンバスで働くジャーナリストとして、ここの大多数の人々がそれを「解放作戦」と呼んでいる

と言えます。 

 

●米国はどのように欧州の戦争とエネルギー危機を計画したか（スウェーデン Nya 

Dagbladet、2022年 10月 22日） 

https://nyadagbladet.se/utrikes/shocking-document-how-the-us-planned-

the-war-and-energy-crisis-in-europe/（英語記事） 

冷戦時代にアメリカの外交・防衛政策の戦略を支えたことなどで知られるシンクタンク、ランド研究

所から異例の内部リークと思われるものがあり、ヨーロッパのエネルギー危機がアメリカによってど

のように計画されてきたかが詳細に説明されている。 

1 月の文書では、紛争前のウクライナが進めていた攻撃的な外交政策が、ロシアを同国に対する軍

事行動を取らざるを得ない状況に追い込むことになると認めている。しかし、その真の目的は、すで

に準備されていたさまざまな対露制裁を採用するよう欧州に圧力をかけることであった、と主張して

いる。 

その結果、EUの経済が「崩壊するのは必至」とし、とりわけ 90億ドルもの資源が米国に還流し、欧

州の高学歴の若者たちが移住を余儀なくされることを喜ぶ内容になっている。 

この文書に書かれている重要な目的は、ヨーロッパ、特にドイツとロシアを分断し、ロシアのエネル

ギー供給が大陸に届かないようにするために、役に立つバカを政治的地位に就かせ、ヨーロッパ経済

を破壊することである。 

 ※安斎注：過日のウクライナ情報で、この戦争の性格に関連して、「アメリカはウクライナを犠牲にロシアを戦争に引

き込んで疲弊させ、あわせてロシアのエネルギーに依存しているヨーロッパをぐちゃぐちゃにする計画」かと述べま

したが、この資料をみると図星だったようですね。「役に立つバカ」は凄い表現だな。 

 

https://nyadagbladet.se/utrikes/shocking-document-how-the-us-planned-the-war-and-energy-crisis-in-europe/
https://nyadagbladet.se/utrikes/shocking-document-how-the-us-planned-the-war-and-energy-crisis-in-europe/
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●ドンバスの避難民の現状を現地に行ったPressTVが伝える(２０２２年１０月２２日) 

https://odysee.com/@Jano:7/PressTV:b 

 

 

●クリミア橋爆破の記念切手の謎(２０２２年 10月 9日) 

 クリミア大橋が爆破された直後に、キエフに出現した切手のデザインでは、なぜ爆発が２か所だった

のか？謎が解けました。 

https://twitter.com/matatabi_catnip/status/1583726415979368450?s=20&t

=JjjcKfTsytivtx755Gw2XQ 

 

 

●ドイツが「脱原発」を延期(ニューズウィーク、２０２２年１０月２２日) 

ドイツにも解けない「脱原発・脱石炭・脱ロシア」の難題。 

 ＜独ショルツ首相が「原発 3基の稼働延長」を表明。IEA（国際エネルギー機関）は「50年までのネッ

トゼロ（温室効果ガスを発生量―除去量・吸収量＝０にする）達成には原発を倍増する必要がある」と

している＞ 

https://www.newsweekjapan.jp/kimura/2022/10/post-189.php 

 

https://odysee.com/@Jano:7/PressTV:b
https://twitter.com/matatabi_catnip/status/1583726415979368450?s=20&t=JjjcKfTsytivtx755Gw2XQ
https://twitter.com/matatabi_catnip/status/1583726415979368450?s=20&t=JjjcKfTsytivtx755Gw2XQ
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●ドイツで市民とウクライナ難民の間で対立（２０２２年１０月２２日） 

ドイツでは、市民、ウクライナ難民、支援者の間で緊張が沸点に達しています。 

市民のデモは、エネルギー価格の高騰とロシア制裁に抗議しているが、傍をウクライナ国旗を持った

ウクライナからの難民を含む反対派グループが通りかかる。市民の中にはウクライナ人に「ドイツから

出て行け」「ナチは出て行け！」と叫ぶ人もいる。それに対して反対派グループは、「ロシアはテロ国家

だ！」と叫ぶ。最近の調査では、ドイツ人の１７％がウクライナ人を歓迎していないという。 

https://twitter.com/mitsuemon666/status/1581059742914314242?s=20&t

=JjjcKfTsytivtx755Gw2XQ 

「ナチは出て行け！」 

 

●米国がウクライナにテロやらせてプーチンを強化(田中宇、２０２２年１０月１１日) 

10月8日、クリミア大橋で爆破テロが起きた。クリミア半島とロシア本土をつなぐこの橋は、2014

年に米国が政権転覆によってウクライナを傀儡化してロシア敵視国に転換し、対抗策としてロシアが、

重要なセバストポリ軍港を擁するクリミアを自国に併合した後、2015-18 年に建設した。クリミア半

島はウクライナと陸続きだが、ロシアとは海を隔てており、ロシア併合後の流通の円滑化に橋の建設

が必要だった。クリミアはもともとロシア領で、ロシア系住民が多いが、1950 年代に権力者だったフ

ルシチョフが策略の一つとしてウクライナに編入した。ソ連時代はロシアもウクライナもソ連国内だっ

たため、クリミアがどの共和国に属しているかは大した問題でなかった。ソ連崩壊後、ロシアは、外国

となったウクライナがクリミアを領有することを認めたが、その条件は、ウクライナがロシア敵視の国

に変質しないことだった。 

 ウクライナは、冷戦後の当初、ロシアとの関係がわりと良好で、セバストポリ軍港をロシアに貸与して

いた。だが、2014 年の政権転覆でロシア敵視の米傀儡国になった後、ロシアへの軍港貸与をやめる

と発表した。ロシアは、クリミアをウクライナ領のままにしておく条件が失われたと判断し、ロシアへの

編入を問う住民投票を経てロシアに併合した。その後、クリミア大橋が建設された。米傀儡のウクライ

ナ政府はクリミアが自国領であると主張し続け、クリミアを武力で奪還する、クリミア大橋を破壊する、

と言い続けてきた。今回の爆破直後、ゼレンスキー大統領の側近（Mikhail Podoliak）が「これは始

まりにすぎない」と英語でツイートし、ウクライナ当局が橋を爆破したこと、今後もロシアに対して似た

ような攻撃を続けることを示唆した。  

https://twitter.com/mitsuemon666/status/1581059742914314242?s=20&t=JjjcKfTsytivtx755Gw2XQ
https://twitter.com/mitsuemon666/status/1581059742914314242?s=20&t=JjjcKfTsytivtx755Gw2XQ
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 これとは別に、米国の報道によると、匿名のウクライナ高官が、大橋の爆破がウクライナ当局による

ものだと認めている。また、ウクライナ政府は爆破の数時間後、爆破を祝賀する記念切手の発行を発

表している。発表のタイミングからみて、ウクライナ当局は大橋の爆破を計画・挙行し、記念切手の発

行まで事前に決めていた可能性が高い。ロシア政府は 10月 10日、クリミア大橋の爆破はウクライナ

（内務省）の秘密警察（諜報機関）によるテロ行為だと発表した。これらの状況からみて、大橋を爆破し

たのはウクライナ当局である。ロシア軍は 10月 10日、クリミア大橋へのテロ攻撃への報復として、ウ

クライナ国内 20都市のインフラをミサイル攻撃して破壊した。 

 ウクライナのゼレンスキー政権は米国の傀儡だ。ウクライナの軍事行動は、米諜報界（とその傘下に

いる英諜報界）の指示で行われている。ウクライナは、米英がやれと言った作戦をやり、米英が反対す

る作戦はやらない。クリミア大橋の爆破も、米英の指示もしくは許可のもとで行われたはずだ。米諜報

界は 2014 年にウクライナを政権転覆してロシア敵視の米傀儡国に変質させた後、CIA や米軍特殊

部隊などの諜報要員・軍事顧問が多数ウクライナに駐留し、東部の露系住民との内戦を激化してロシ

アを怒らせる策略をやり続けてきた。米国の軍事諜報要員たちは今年 2月のウクライナ開戦前にいっ

たん引き揚げたが、その後戦争の長期化とともに再びウクライナに戻り、今では開戦前より多くの米

要員がウクライナに駐留し、ウクライナの軍や極右民兵団、内務省などのために、戦闘やプロパガンダ

の戦略を練っている。この戦争の実体は、米国がウクライナの皮をかぶってロシアと戦争している（米

国が直接ロシアと戦争すると核戦争になってしまうので、低強度にするために皮かぶり）。 

 ウクライナの皮をかぶった米諜報界は最近、ロシアに対するテロ攻撃や越境攻撃を激化している。8

月中旬には、露軍が占領しているウクライナ北部のザポロジエ原発をウクライナ軍が攻撃し始めた。米

ウクライナ側は、露軍が原発を攻撃しているかのようなウソを流布し続け、多くの人がそれを軽信して

しまっているが、攻撃しているのは米ウクライナ側だ。最近、ウクライナ戦争をめぐるウソを暴露し続け

ている米教授のジェフリー・サックスが、ザポロジエ原発を攻撃しているのはウクライナ軍だし、ノル

ド・ストリームのガスパイプラインを爆破したのは米国だと事実を暴露し、番組を降板させられたりし

ている。ザポロジエ原発は、米ウクライナからの攻撃で電源を失い、大事故の一歩手前の状況だ。対策

として、ロシア政府は原発をウクライナから没収してロシア政府の資産に転換し、本格的な管理と対抗

策を開始している。国連 IAEA は、米国のプロパガンダに逆らわず、誰が原発を攻撃しているかを言

わないまま、問題解決のために露政府と話し合っている。 

 8 月 20 日には、ロシアのユーラシア覇権拡大の運動を支援してきた評論家アレクサンドル・ドギン

の娘で、父の広報担当者だったダリア・ドギナ（ダリア・ドゥギナ）がモスクワ郊外でウクライナ諜報機関

によって爆殺されるテロ攻撃が起きた。ウクライナ政府は自分たちの犯行でないと言っていたが、今

月に入って米諜報界が、ウクライナ当局がダリアを殺したことを認めた。ウクライナは米国の許可なし

にこの手のことをやらない。米諜報界がウクライナにやらせたテロだろう。最近起きた事件としては、

ロシアのガスをドイツに送っていた独露共同建設のノルド・ストリームの海底パイプラインを爆破して

同盟国のドイツを困らせたのも米国だった。 

 米ウクライナは 8 月ごろから、大砲やドローンを使ったロシア国内への越境攻撃を激化している。米

国がウクライナに提供した大砲による越境攻撃は9月末から急増した。露政府は軍事作戦の中身や戦

況をすべて極秘の機密にしており、当初この越境攻撃は（世論の反発を懸念して？）報じられなかった

が、露議会の議員が情報の非公開に不満を表明したため露側で報道された。この越境攻撃や爆破・爆

殺のテロなど、米ウクライナがロシア国内への攻撃を激化していることに対応するために、露政府が最

近、国民を動員する新体制を組んだと考えられる。 
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 露政府が国民に動員をかけ、徴兵逃れをしたいロシアの若者たちが国外逃亡を企て、これを米国側

のマスコミが「ロシアは負けつつあるので必死で動員をかけている」と喧伝した。露国民から政府への

不満も増え、プーチンの支持率は 82%から 77%へと 5 ポイント低下した。だが、このままプーチン

の支持率が落ち、露国民の厭戦機運が強まるとロシアの敗戦もあり得る、と米国側が喧伝する中で、

米諜報界がウクライナにクリミア大橋を爆破するテロをやらせた。このような劇的なテロ事件の発生

は、テロ対策を担当するロシア政府への国民の支持率を高める。9・11 テロ事件が米国を一変させた

ことが象徴だ。 

 今回、米ウクライナが大橋を爆破し、ウクライナ政府が歓喜し、米マスコミがロシア敗北への道を喧伝

した。この「テロ攻撃」に対する報復として、プーチンがウクライナに大規模な攻撃を行った。露政府は、

テロ対策として露国内の有事体制を作りやすくなり、米ウクライナと戦うプーチンへの露国内からの

期待が強まる。米諜報界は、ウクライナにクリミア大橋を爆破させることで、ロシアにおけるプーチン

への支持を高め、露政府が有事体制を作りやすい状況にしてやった。米諜報界は、プーチンのロシア

を強化している。隠れ多極主義的だ。 

 米諜報界がウクライナにロシア攻撃を強めさせて戦争が激化するほど、プーチンのロシアは、優勢が

確実でなくなり、ゆっくり展開しようとしていた米覇権を潰す経済戦争の策略を早回しする傾向を強

める。先日、露ロシアとサウジアラビアが共謀して OPEC＋が石油の減産を決め、石油価格の高騰に

よって米欧のインフレが悪化する流れになったことがその一例だ。以前のように、ロシアが優勢の中で

ウクライナ戦争をゆっくり展開していられた時期（米国側がロシアの劣勢や敗北を間違って思い込ん

でいた時期）が今後もずっと続くなら、ロシアが経済戦争の分野であまり動かなくても、米国側が勝手

に石油ガスの輸入を止めてエネルギー危機を起こし、米英中銀群も QE（量的緩和）終了 QT（量的引

き締め）拡大と利上げで金融崩壊も起こり、2-3年以内に米覇権が自滅していく流れだった。 

 だが、ゆっくりやっていると米覇権が（量的緩和再開などで）延命してしまう可能性が増す。そのため、

多極派が牛耳る米諜報界は、ウクライナをけしかけて爆破テロや越境攻撃をやらせて戦争を激化させ、

プーチンが以前のようなゆっくりさでなく、もっと急いで米覇権を潰す経済戦争を加速するように仕

向けていると考えられる。米諜報界は多極化のために、プーチンをけしかけるだけでなく、欧米の労働

組合を動かして賃上げ要求のストライキをやらせ（左翼活動家の中に米諜報界の要員・傀儡がいる。た

ぶん日本でも）、フランスの製油所を2週間止めてガソリンなどの供給を大幅に急減させて、欧州のイ

ンフレを悪化する動きも展開している。長引く米国の流通網の詰まりも、インフレを激化させるための

米諜報界の策略の「成果」と考えられる。 

 ロシアと米諜報界の「協業」によって米欧のインフレが悪化し、米英などの中銀群が利上げや QT を

続行し、債券の金利が上昇して金融危機がひどくなっている。英国では国債が暴落し、長期国債の金

利が5%になろうとしている。9月28日に英中銀が介入し、英国債を無限に買い支えると宣言して、

いったん金利が下がって危機が遠のいたものの、10 月 10 日に再び国債が急落し、長期金利が再度

5%を越えそうになっている。英国はもう中央銀行が救済策を打っても金融崩壊を防げない状態にな

っている。 

 英国が崩壊したら、次は米国だ。米英は、金融バブルが猛烈に拡大した状態なので、長期金利が 5%

以上の状態が長引くと利払いの増加によって金融システムが確実に破綻する。米金融界がそう言って

いる。ドル崩壊が目の前まで来ている。このような事態の中、隠れ多極派の米諜報界がプーチンをけ

しかけ、インフレをさらに悪化させてドルや米覇権にとどめを刺そうとしている。そんな状況が、クリミ

ア大橋の爆破攻撃の背後にある。  


